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先ず第 1 章では従来の研究結果を総括し研究すべき点を明らかにした。第 2 章ではベイナイトに類
似した来且織として焼もどしマルテンサイトを選び、マルテンサイトの焼もどし過程にわける炭化物析出






























(3) 下部ベイナイトの生成機構についても 0.69 %OC鋼を用いて上と同様の方法で検討し，セメンタ
イトは格子不変面に平行な y/α 界面のオーステナイト側に析出する結果，隣接するオーステナイト
の変態駆動力が増してフェライトが生じ，さらにその界面にセメンタイトの析出を繰り返すことに
より下部ベイナイトが生成すると考え，実験事実と示盾しないことを示している。
(4) 実用的見地から，低炭素低合金鋼の機械的性質検討し，皿型上部べイナイト及びこれとマルテン
サイトの二相組織において強度と共に衝撃特性がよく，これはベイナイト・ラス束の径の微細化に
起因することなどを明らかにしている。
以上の研究成果は，実用上重要な鋼のべイナイト組織に関する基礎的な知見を与えるもので，冶金
学的にも工業的にも寄与するところが大きい。
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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